平成１７年度東京都教員採用試験(小学校)１次試験体験録

一般・教職教養　９０分

専門教養　６０分

論作文　９０分　１２００～１５００字

■日時：７月11日（日）午前１０時～　※問題用紙は持ち帰りができたので出題の内容は、割愛します。自分の感想とアドバイスのみ書きます。

◆使用した参考書・資料・講座

· 教員養成セミナー(すべて３回以上繰り返し解いた)

· 教職教養の頻出問題(時事通信社)

· 小学校全科の頻出問題(時事通信社)

· 教職教養の論述問題(時事通信社)

· 合格面接攻略法(時事通信社)

· パスライン(小学校全科、学習指導要領)

· 弾き歌い攻略法小学校編(時事通信社)

· 東京都の一般・教職教養、小学校全科(協同出版)

· 全県対応面接ゼミ(時事通信社)

· 面接シュミレーション(NSK＠教採ネット　全４回)

· yahoo掲示板「論作文の練習しませんか？」上での個人面接シュミレーション　全７回

感想・アドバイス

当日の受験会場は青山学院大学でした。冷房が効いていましたので、長袖のワイシャツを着ていって正解でした。寒いくらいでしたので。自己採点ですが、教職教養、専門教養はほぼ満点に近いです。しかし、一般教養は５割もいっていないくらいでした。都のローカル問題も調べて試験に臨んだのですが、主幹制度くらいしか分かりませんでした。一般教養も初めの３問は勘で答えました。それくらい難しかったです。マークシートなので数学の問題なんかは答えが絞れますし、答えさえ出せばいいので、ゆっくり考えれば正答にたどり着けると思います。やはり都は論作文に比重があると思います。差が出るならここです。時間はありますが字数もあります。課題は２題あり、好きな方を選び書いていきます。普段からこの字数に慣れておく必要があるのと、横書き方眼紙の用紙で練習しておくと良いと思います。私は時事通信社の通信講座やNSK講座に申し込み、３０本以上の課題で練習したので自信を持って書くことができました。私の論作文対策法を下に載せます。参考までに。
· 時事通信社｢論作文チャレンジ講座　全７回｣

· NSK＠教採ネット｢志望県別論文添削講座　全14回｣

http://www.nsk-japan.com/kyosai/index.html
· ｢れのん教育観道場　全３回｣

http://mypage.odn.ne.jp/home/yokoyama9821
· yahoo教採掲示板スレッド｢教採の論作文で困っていませんか｣せんさんによる添削　全５回

http://messages.yahoo.co.jp/bbs?action=topics&board=1834916&sid=1834916&type=r
· わんこ教採掲示板スレッド｢東京都受験する方、論作文の練習しませんか｣unsilentさん管理
http://www.intelligentdog.net/cgi/hyperthread/hyperthread.cgi
以上です。基礎は時事通信社で磨きました。あとはひたすら書きまくりました。本番までに一本も書かずに臨み、それでも一次試験を突破した方もいるようです。でも私は書いて書いて書きまくる方法が合っていたので、５月に入ってからは、毎日のように書いていました。時事通信社の教採セミナーに掲載されている特集や、実際に添削していただいたアドバイスを基に力をつけていきました。時事通信社の「論作文チャレンジ講座」から始めることをお薦めします。基礎力が付いていきます。第１回目は、自信があったのですが添削結果は５段階評価のC評価でした。悔しかったです。しかし赤ペン指導やきめ細かいアドバイスのおかげで、最後の７回目はＡ評価をもらうことができました。最終回は自分で課題を設定できるようになっており、私は前年度の東京都の論作文課題を選択し、添削していただきました。基礎力が少しずつ付いてきたなぁと思ってから、他の方々に見ていただき、試験に備えました。教員採用試験の論作文は、他の試験と異なる書き方を要しますので、早目からの取り組みが良いかと思います。

平成１７年度東京都教員採用試験論作文課題

Ａ「学校教育においては、児童・生徒に生涯にわたり学び続ける力をはぐくむことが必要です。１このことについて、あなたの考えを述べなさい。２１で述べた考えに立って、あなたは教師としてどのように実践していくか、志望する校種・教科等に即して、具体的に述べなさい」

　Ｂ「学校教育においては、時代を担っていく子どもたちの豊かな心を育成していくことが求められています。１このことについて、あなたの考えを述べなさい。２１で述べた考えに立って、あなたは教師としてどのように実践していくか、志望する校種・教科等に即して、具体的に述べなさい」
　私は迷わずAの課題を選びました。添削指導でも高い評価を受けていた論作文でしたし、自信がありました。都は１と２の番号を答案に書き入れ、採点官に分かりやすいようにせよ、と指示があります。注意が必要です。私は、すぐに書き始めるのではなく、問題用紙の余白などに論作文の大まかな展開例を書いてから書き始めました。途中で鉛筆が止まってしまうのなら、それは課題への掘り込みが浅かったのだと思います。じっくりと（時間配分には注意）使えるネタはないかどうか、文章構成の形はこれで良いかどうか、自分の体験談はどの辺に入れたらよいか、課題に正対しているかどうか、などを考えてから進めた方が良いと思います。いきなり周りから鉛筆の音が聞こえても、焦らずに自分のペースで進めましょう。ちなみに文章構成は、序論→本論(３つの例)→結論の三段落構成です。

受験会場へは私服の受験者が７割くらいいました。私は上が白ワイシャツ＆ネクタイ着用、下がスーツパンツ、革靴でしたが、いくら面接が無いとはいえ、試験なのでそれらしい格好が好ましいと考えます。上履きは必要ありませんでした。また、試験当日は受験会場の前に業者の人が数多くいます。これは、一次試験合否発表を都庁まで見に行き、わざわざ家に電話をしてくれる人たちのようです。料金は1000円でした。合格していれば、電話はかかってきて嬉しいのですが…もし？(^^;;;　心に余裕がない人はスルーして受験会場に進んだ方が良いかと思います。東京都の教育委員会とは関係がないと、試験終了後に試験担当の方から説明がありました。

当日のお昼は何とかなるだろうと思っていましたが、青山学院大学近くのコンビニ（セブン・イレブン）は、案の定、大盛況でした。(^^;;;　おにぎりと飲み物を買えましたが危険です。反対側にampmがありますが遠いです。やはり持参するのが最も良い手段かと思います。前日はホテルに宿泊したのですが、試験当日の朝はぞろぞろと人ごみが歩いているので、着いていきマスタ。なんとなく教員採用試験受験者だな、と分かります。不安な人は前日に会場を下見しておくのが精神衛生上ベストです。

平成１７年度東京都教員採用試験(小学校)2次試験体験録

■受験会場：都立晴海総合高等学校（絨毯張りの学校、土足可）

■日時：8月22日（日）午前８時半集合午前の部
１．個人面接（あらかじめ指導案を作成し、模擬授業を5分行う。導入、展開、まとめのいずれかを指示される）30分
２．集団活動（まず討論をして、それについて自分で本日の討論でまとまったことと課題をまとめる。その後面接官から質疑応答を受ける。詳細は以下。）80分位
以上の２つです。以下に、当日の流れを書きます。

試験会場である某高校へと向かいました。途中コンビニによって新聞を買いました。時事通信社の講座を受けて、新聞を見て印象に残った一面についての質問があるかも、と思ったからです。会場には集合時間の30分前に着きました。ほぼ全員の受験者が外で待機をしていました。また、朝どうやって受験会場に来ましたか？と受験者の緊張を解すような質問も予想しました。待機時間中に、もう一度朝の交通利用の一部始終を頭の中で整理しておきました。

そもそも試験は午前の部、午後の部とあり、私は午前の部の人です。さらに受験生はそこで２つにグループ分けがされます。私のグループは、集団活動→個人面接の順番でした。もう片方のグループは、個人面接→集団活動でした。控え室は冷房が効いています。一日の流れの説明後に、健康診断書、面接票等、提出が必要だった書類を回収されます。面接票は全部で５部コピー（原本以外）必要です。集団活動で３部提出、個人面接で原本を含めて３部提出しました。
受験番号の書かれた席に着席する。A～Fまでの番号が併せて書かれてあり、私はCでした。（これは集団活動で受験者が互いに呼び合う記号であり、個人面接の順番でもあります。AとBは移動し、個人面接をはじめる。CとDは30分待機、EとFはさらに３０分待機という感じです）そこにおよそ60名（A～Fの６名×１０グループ）が集合していました。

集団活動
グループで移動し、教室に案内される。面接官３人を正面に座らせて、A～Fの６人の受験生は扇形に座らされます。
・自己PRなし。
・テーマを与えられ、討論を開始する。（司会を立てない）
・面接官から質疑応答を受ける。まずは本日の討論のまとめと今後の課題を２分間で述べる（全員ランダムに。面接官の興味の対象によるらしい）。次に残りの面接官から質問がある（端から順に。全員に同じ質問）
以上９０分である。集団討論のテーマは、
「三世代で楽しめるイベントを考えなさい」というものでした。
条件は、４つ。
「実現可能なもの」
「小学生のいる家庭を想定」
「イベントには名前を付ける」
「三世代のみんなが参加できるもの」でした。課題把握を最初にする、とのことでした。※始めに何故、今この課題が問われているのかを定義づけしないで話し合いを進めてしまったために、薄い討論になってしまいました。これは最後の質問をする面接官に言われました。ご指導入りマスタ…（ノД｀）(涙)…もうダメポ…
質問内容

Ｑ、本日の集団活動で明らかになったこと、今後の課題を述べてください。

Ｑ、あなたがイベントに参加するとき、教師として子どもとどんなことをいっしょにしたいですか？

Ｑ、なぜ、本日の課題で問われているようなことをしなければならないのですか？一言で述べてください。

※課題の書かれた用紙は回収されました。書き込みは自由にして良かったです。

個人面接　教室はホワイトボードのある会議室。マジックで板書する。教卓の後ろに座らされ下半身は面接官から見えない。

私はCであるから、30分待機の後、個人面接の教室へ赴きました。中にいる面接官から入室を指示され、入室しました。（ノック必要なし）「失礼します！！よろしくお願いします」と明るい声で言いました。面接官の三人は全員男性でした。そのうちの一人に、面接票と指導案（３名分の部数）を渡しました。個人面接では、
・受験番号と氏名は面接官が読み上げる。その後｢間違いありませんね？｣と言われ、着席する
・５分以内で指導案の内容を説明する（ちなみに算数科です）
・５分間指示された個所の模擬授業を行う（展開部分の学び合いをやりました）
・残り２０分、面接官の質疑応答を受けるといった３０分（自己PRなし）

まず、５分で指導案を説明しましたが、途中で時間が来てしまい全部述べ切れませんでした。

面接官：｢はい、そこまで。全部述べ切れませんでしたね。｣

私：｢はい。申し訳ありません…｣　…失敗です。ヽ(τωヽ)ﾉ ﾓｳホントにﾀﾞﾒﾎﾟ…
次に、模擬授業です。主に受験者の人柄、教師としての雰囲気（声の大きさ、挙動）、児童とのかかわり方（呼びかけ方、受け答え方）などを見られ、授業の内容や、指導案の完成度はあまり問われない…とされているようです。これは時事通信社の県別面接ゼミで練習しました。

※ちなみに私は担任していた児童の名前を呼びました。この場面ではあの子を活躍させて等…また、男子も女子も～さん付けで指名しマスタ。でも都はジェンダーフリーを全廃って聞いたので時事情報に疎いということでまずかったかも。
現役生には特にその傾向は強いようです。つまり、授業のうまさではなく、受験生の教師としての可能性・センスを見られるようです。しかし、常勤講師などの経験が有る者にはその限りではなく、実践的な指導力を見られるため、現役生よりも厳しい評価をされる…という話でした。　　　　　　　　

私は、母校の大学で、時事通信社でも指導経験がある先生に個人面接と模擬授業を見ていただきました。落ち着いてできました。
　黒板を使って板書もしましたが、ホワイトボードでした。チョークはなくマジックを使いました。赤色もあったので使いました。面接官は児童役にはなってくれないので、ひとり芝居状態です。そこに児童がいると思ってやりましょう。時事通信社の講座でも指導されたのですが、ゆっくり授業を進める、児童のつぶやきを拾う、などが良い評価につながるようです。その辺は意識しました。途中でも模擬授業は止められます。しかし、もし導入などで時間が余ってしまった場合は、そのまま展開に流れていって良いそうです。模擬授業が終わったら板書は消します。着席して引き続き個人面接に入ります。
質疑応答が始まります。私に聞いてきたことは、以下の通りです。
①評価で今は関心・意欲・態度が大切だと言われていますが、どのような工夫をしますか？教科全体から述べても構いません。

②あなたは、どのような方法で評価をしますか?具体的に教えてください。

③ボランティアを経験していますね。そこでどんなことを学びましたか？

④都の教員に採用されたら、どのようなボランティアをしてみたいですか？

⑤今の学校教育では、個性尊重が重要と言われています。あなたはどのように個性を考え、伸ばしていきたいと思いますか？

⑥志望動機に｢米作り、野菜作り、などの体験学習のよさを都の子どもたちに伝えたい｣とありますが、それは東京都のどの学校でも可能ですか？

⑦あなたは講師経験がありますね。そこで何を学びましたか？

⑧講師として働いてみて、成功したことや失敗したことはありますか？

⑨どんな成功や失敗ですか？具体的に教えてください。

⑩欠員補充の講師経験もありますね。ということは、担任も経験されてますね。大変だったことはありますか？また、それはどのようなときでしたか？

⑪志望動機に恩師の影響とありますね。どんなところにひかれたのですか？
⑫教師として大切なこととは何ですか？３つ答えてください。
⑬校長先生に｢あなたは何年生を担任したい？｣と言われたらどう答えますか？また、それは何故ですか？

⑭あなたが小学校教員になりたいと思った小学生の頃と、今の小学生に違い（今の小学生に足りない部分）はありますか？

⑮その違い（今の小学生に足りない部分）をあなたは教員になってどのように補っていきますか？
⑯他県も受けているようですが結果は出ましたか？両方受かったらどうしますか？
⑰勤務場所はどこでも良いとありますが、これで大丈夫ですね？
⑱どうして東京都の教員になりたいと思ったのですか？（最後に聞かれました）
この質疑を最後に「それでは時間になりましたので、どうぞご退出ください。」の声がかかり、退出しました。
面接官の３人はそれぞれ役割分担があったように思います。真ん中の方に面接票の原本を渡したので、おそらく一番偉い方かと思いました。非常に温厚そうな方で、両隣の面接官の質問に応える私の様子を終始頷きながら聞いていました。最後の質問だけ、その方はしました。あのような校長の下で働きたいと思わせる方でした。
　私の個人面接の場合は、主に両サイドの面接官から質問がありました。真ん中の面接官は、両サイドの面接官に確認をとりながら、書き込みをしたり、他に質問がないかどうか目配せをしていました。

※私の場合の面接官は、圧迫系ではありませんでした。しかし、講師経験があるので、質問もその辺を聞いてきたように感じます。また、他県出身のため、都の志望理由や併願県の有無、両方受かったらどうするかなどもしつこく聞かれました。また、私は質問をされる面接官の方に自分のヘソを向けて応対しました。基本だと思いますが目線も大事です。挙動不審にならないように注意です。もし相手の目を見るのが怖かったら、ネクタイの部分でも良いと思います。

実技試験

· 受験会場：都立某高等学校

· 日時：９月５日（日）午後3時集合

ピアノ弾き歌い　夕やけこやけ、もみじ、ふるさとから一曲選ぶ
　私は｢夕やけこやけ｣を選び弾きました。廊下で待っている間に誘導員の方から、一次試験で回収された受験票を渡されます。受験票、譜面（自分用と試験官用）を持って入室します。時間は１分３０秒以内にということでした。誘導員の方が廊下でストップウォッチを持っています。時間が来たら途中でも止めさせるとのことでした。試験官からは１番の伴奏をつけて歌ってくださいといわれました。元気よく、笑顔で歌いました。前奏と後奏も私は入れて弾きました。ちょっとしたアピールです。練習した通り落ち着いてできました。他の受験者の演奏を廊下で聞いていると、左手は和音の伴奏の人や、簡易伴奏の人、途中でつまずく人もいました。また、リズムも非常にゆっくりの人もいます。大きな声で元気にやることが重要だと思います。また、私は家のピアノで練習していましたが、シンセサイザー系でした。本番のピアノはそれに比べると、実際に弾いたときの鍵盤が重いです。勤務学校などで十分練習し、慣れておいた方が良いです。

水泳平泳ぎ２５メートル

　着替えずに体育館に集合します。その後更衣室で着替えました。荷物はその都度もって移動です。ゴーグル使用可です。準備運動をやりながら、試験官から説明があります。

· 学習指導要領に沿った泳ぎ方

· タイム計測なし

· フォームに気をつけて泳ぐこと

· 潜水は禁止、飛び込みなし（壁キックはしても良いみたい）

· 練習は一回で最後まで泳ぎきらなくとも良い

· 本番ではもし途中で立っても、そのままその場から泳ぎ始めること

との注意がありました。私は８回ほど手をかいて、できるだけけ伸びで伸びてゴールしました。途中で立っている人はいませんでした。

感想・アドバイス　

実技試験は二次面接が終わってから毎日やればほぼ完璧になります。練習してきたかどうかを見ているような気がしました。私は一次試験の論作文、二次試験の指導案、模擬授業、個人面接、集団活動、実技試験のピアノと、様々な先生や管理職の先生に見ていただきました。おかげで本番は緊張しましたが、普段通りできました。アドバイスは揺るぎない自分の教育観を持って臨む、ということです。論作文、集団活動の課題、個人面接での予想しない質問もこれがしっかりしていると答えられるはずです。途中で自分の考えも変わらず、面接票との矛盾も生まれません。本番での笑顔も大切です。私は猫背が癖だったので、試験一週間前からは食事中も背筋を伸ばしてよい姿勢を意識していました。また、メリハリのあるお辞儀を何度も練習しました。機会があれば、面接票も添削指導を受けた方が良いと思います。つい余白を埋めようと思って、とりとめもないことを書いてしまうこともあります。私もそうです。しかし、あくまで、面接官に読みやすい字で書くということが大切です。びっしり書くよりは、多少行換えしながら書いていくのが良いと思います。私が一番苦労したのは｢外国語｣の欄です。資格が何も無いのです。だからといって大学での第二外国語の履修記録や、高校で習った英語の経験程度を書くのはどうか…と迷いました。日常会話程度などと書いて、いざ質問されてタジタジでは人間性まで疑われてしまいます。母校の大学で指導されたのですが、資格が無いのなら｢特になし｣と書けばそれでいいんだ、ということでした。英検５級などと書いてもしょうがないそうです。３級くらいからは書いてもいいかな？とは言っていましたが…ボランティア・奉仕活動の欄や志望動機の欄が広いことを考えると、そちらに比重があるのかもしれませんね。個人面接でもしつこく聞かれましたので。

また、これは駆け引きになりますが、聞かれたいことは箇条書き程度に留めておくのも必要です。自分の庭で勝負ができれば心に余裕も生まれます。なかには予想もしなかった質問や、答えられるはずもない質問もあるようです。揺るがない教育観を持っていれば、最初の方に述べた自分の考えや、面接票に書いてあることと矛盾せずに面接官を納得させることができます。答えがわからないときは、素直に｢分かりません。今後調べておきます。｣と正直に、そして前向きな姿勢を見せることが大事かと思います。当日は緊張しますが、終わってしまうと、もっと長かったらと思ってしまいます(私だけかも)。私は他県受験のことも正直に述べました。これは問題ないと思います。都の教育委員会は、地方の受験者も歓迎するが、合格しても逃げられてしまうことを最も恐れ嫌うようです。なぜ都を受験するのか、両方受かったらどうするのかをきちんと述べることができれば、東京都出身の受験者と比べて不利になることはないと聞きました。私のような地方出身者も、堂々とした姿勢で臨みましょう。　( ´Д`)y──┛~ぷはぁ～　ついに終焉しマスタ。　　（竹藪）
